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令
和
２
年
度
オ
ー
プ
ン
に
向
け
整
備
中
で
す

若
者
等
活
動
拠
点
施
設（
仮
称
）

　

市
で
は
、「
景
観
ま
ち
づ
く
り
刷
新
事
業
」の
一
環
と
し
て
、

下
二
之
町
の「
旧
村
田
邸
」を
活
用
し
た
若
者
等
の
活
動
拠
点

と
な
る
施
設
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

次
代
を
担
う
若
者
が
ま
ち
な
か
に
集
い
、
様
々
な
活
動
を

通
じ
て
飛
驒
高
山
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
育
む
と
と
も
に
、
歴

史
あ
る
建
物
の
保
存
と
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
お
よ
び

周
辺
の
美
し
い
町
並
み
景
観
の
維
持
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
全
体
の
活
性
化
や
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
繋
げ
る

こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

【
整
備
方
針
】

　

平
成
29
年
度
よ
り
、
地
元
高
校
生
を
含
む
公
募

市
民
に
よ
る
検
討
会
や
近
隣
住
民
と
の
意
見
交

換
、
大
学
生
の
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、
活
用
方
法

等
の
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
建
物
と
し
て
保

存
の
観
点
に
主
眼
を
置
き
、
検
討
会
な
ど
で
出
さ

れ
た
想
い
や
願
い
に
で
き
る
だ
け
応
え
る
よ
う
次

の
方
針
に
基
づ
き
整
備
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

•
市
内
外
の
中
高
生
や
大
学
生
を
中
心
と
す
る
若

者
が
、
歴
史
文
化
を
体
感
し
な
が
ら
、
自
由
な

発
想
と
行
動
力
を
発
揮
し
て
活
動
で
き
る
施
設

•
様
々
な
目
的
を
持
っ
た
方
が
利
用
で
き
る
貸
出

ス
ペ
ー
ス
の
ほ
か
、
市
民
や
観
光
客
等
が
立
ち

寄
っ
て
の
休
憩
や
、
伝
統
的
建
築
物
な
ど
の
見

学
が
で
き
る
施
設

•
高
山
祭
の
祭
礼
行
事
の
舞
台
と
な
り
、
伝
統
文

　

化
の
保
存
継
承
に
寄
与
す
る
施
設

•
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
ふ
さ
わ
し
い
良

　

好
な
景
観
、
建
物
の
歴
史
的
価
値
に
配
慮
し
た

　

施
設

【
整
備
等
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

•
令
和
２
年
３
月
の
完
成
を
目
指
し
、
整
備
を
行

　

い
ま
す
。

　

工
事
中
は
、
前
面
市
道
の
日
時
を
限
っ
た
通
行

　

止
め
な
ど
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

　

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

•
令
和
２
年
度
よ
り
供
用
開
始
の
予
定
で
す
。
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合
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土蔵　様々な目的に活用できる
　　　 個室空間

中庭　季節感や癒しを感じられる
　　　和風庭園、多目的トイレ等

吹き抜けを活かした講義や
会議等ができる大空間

まゆ
倉庫

前面市道

隣家

隣家

主屋主屋

土蔵土蔵

まゆまゆ
倉庫倉庫

位置図

完成イメージ

隣家

下一之町

下二之町

下三之町

若者等活動
拠点施設(仮称)

「旧村田邸」とは
　明治８年の大火後に再建された建物を主屋
とし、村田半六により繭の卸問屋「村半（むらは
ん）」として栄え、ほぼ現在の姿となりました。
　間口は13間半（約25ｍ）と高山でも最大級
かつ空間の多様性に富んだ町家建築で、保存
状態もよく、昔の人々の暮らしぶりが随所に偲
ばれるたいへん貴重な建築物です。
　柳宗悦らによる「民藝運動」とも関わりが深
く、郷土画家村田瑞枝の生家であるなど文化
的な背景も有しています。
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